
テーマ「子育て」

NO 地方公共団体名 事業名

A1 北海道中富良野町 移住定住に関する事業

A2 宮城県登米市 米山こども園施設整備事業

A3 千葉県流山市 子どもをみんなで育むまちづくり事業

A4 新潟県聖籠町 屋内遊び場施設を拠点とした地域活性化事業

A5 長野県須坂市 子どもの居場所づくり事業

A6 岐阜県高山市 こども夢創造事業

A7 岐阜県本巣市 子育て世代に対する支援事業

A8 京都府福知山市 ベビーファースト推進事業

A9 和歌山県かつらぎ町 修学旅行費補助事業

A10 岡山県吉備中央町 アフタースクール事業

天候に左右されず子どもが安心して遊べる「屋内遊び場」を整備します（令和９年度オープン予定）。

子育て支援や学び・体験、地域交流、健康づくりの機能を持った施設として活用するとともに、町外からの来訪者へ観光情報や街の魅力を発信します。子育て環境の充実や

交流人口の拡大を通じて、町内の地域活性化につなげます。

プレゼンテーション事業概要一覧

事業内容

新定住応援促進事業（新築住宅補助）、子育て世代等新築住宅取得支援事業

令和8年4月1日より幼保連携型認定こども園「米山こども園」として開園します。その米山こども園の保育・教育環境整備と保育等に必要な備品の購入を行います。

子どもを産み育てやすい環境づくり、保育サービスの充実、学童クラブの充実、養育環境への配慮、青少年の健全育成の促進、確かな学力の育成、教育環境の整備、児童・

生徒の安全確保と健康増進等により、子どもをみんなで育むまちをつくる事業。

高校生が学校帰りに立ち寄る場所が少ないため、有志が空き家を改築し、高校生の居場所を確保。現在は高校生が中心になって運営し、市が支援しています。

人口減少の局面にあって、子育て環境の整備を図るとともに、将来を担う子どもたちの心身の健全育成や豊かな学びの機会の充実が重要となっている。このため、子どもの夢や

創造力を伸ばし、地域への誇りが持てるよう、幼少期からの生涯学習（直接体験）等の機会の充実を図ることを目的とする事業。

持続可能なまちづくりを進めていくためには、地域や経済の担い手の確保が必要です。生産年齢人口が減少する中、子育て世代が生き生きと過ごせるよう「地域で子育てを担

う」という意識のもと、若者が希望どおり結婚し、切れ目ない支援により、妊娠、出産、子育てがしやすい社会環境を形成し、「子育てしやすいまち」として選ばれるまちづくりを推

進しています。

福知山市ベビーファースト宣言「みらいに かがやく ふくちっこ〜コドモ、オトナが笑顔でつながる福知山」のスローガンと5つのアクションプランにもとづき、事業者、地域団体等と一

緒になってこどもを産み育てたくなる社会を実現していくために、子育てを応援する取組を推進し、子育てにやさしいまちづくりを進めます。

（主な取組）

◯子育てにやさしいまちづくりの機運醸成　◯子育て世代が集い、交流する環境づくり

＞地域子育て支援拠点「りとるハピネス」の運営

◯企業や地域事業者と連携した子育て支援事業

＞こども向け親子スポーツ教室等のイベント開催

若い世代にとって住みやすいかつらぎ町を目指し、小中学生の修学旅行費の補助制度を創設します。修学旅行は重要な学校行事であり、児童生徒の社会性や協調性を育

む教育活動です。

この補助制度の創設により、小中学生の保護者の経済的負担の軽減を図ります。

［対象児童生徒見込数］小学校6年生　135名

 　　　　　　　　　　　　 　　　中学校3年生　130名

［事業期間］令和8年度〜

「放課後の子どもたちに、豊かな体験活動を」をコンセプトに、幅広い地域住民や企業・団体等の参画により豊かな体験活動を実施することで、「自身の得意分野に気付ける

場」とし、自らの人生と地域や社会の未来を切り開くために必要となる「生きる力」を育成します。



テーマ「関係人口の創出（人材派遣型を含む）」

NO 地方公共団体名 事業名

B1 北海道森町 北海道森高等学校学生寮運営事業

B2 茨城県下妻市 しもつま中央工業団地緑地・調整池利活用事業

B3 埼玉県越谷市 観光推進事業

B4 長野県松川町 社会とつながる教室プロジェクト

B5 大阪府枚方市 市制施行80年を契機とした市のさらなる魅力創出

B6 兵庫県丹波市 女子野球タウン事業

B7 岡山県和気町 関係人口創出による若者の転入と定住推進事業

B8 香川県直島町 直島町商業・観光交流複合施設整備事業

B9 福岡県 芸術による交流促進事業

B10 福岡県宇美町
女子サッカーで未来を育む 『宇美町×福岡Ｊ・アンクラス』 地域活性

化プロジェクト

宇美町と福岡J・アンクラスが連携し、女子サッカーを通じて、こどもの健やかな成長、女性活躍、地域のにぎわい創出を推進する事業。

ホーム試合を核として町内外のファン、企業、ボランティア等に宇美町を訪れてもらい、観戦や交流企画、地域イベントを通じて町の魅力に触れる機会を創出する。

宇美町に継続的に関わる人を増やすことで、関係人口の拡大と地域活性化を図る。

丹波市は、女子野球の普及、振興を通じて地域活性化や課題解決を目指す「女子野球タウン」に認定されており、「女子高校野球の聖地」と呼ばれています。本事業は、女

子野球の普及・広報活動や全国高等学校女子公式野球選手権大会の開催を支援するものとなっています。

若年層、とりわけ若い女性が特に関心の高いポップカルチャーや文具などを用いたプロモーションを行うことで、認知度の向上や町内のボランティア活動につなげています。

同時に、和気町ファンンクラブという地域のファンクラブを立ち上げ、現在の会員数は2,500人を超え、公式LINE登録者数も4,200人を超えており、積極的にイベントや情報

発信に取り組んでいます。

事業内容

森町唯一の高校は生徒数減少により存続危機にあります。この状況を打開するため、森町出身の元プロ野球選手が廃部していた野球部を復活させ、町外から生徒を募集し

て甲子園を目指しています。

野球部員の多くは町内事業者が運営しているリノベーション学生寮で生活しております。入寮者の負担のみでは寮の維持管理が困難なため、町が補助金を交付しています。こ

のプロジェクトを通じて、町外からの学生確保と地域活性化を実現し、高校の存続と地域の振興を同時に推進しています。

新たに造成された工業団地「しもつま中央工業団地」に立地する企業や、その他民間事業者と連携を図り、同工業団地内の緑地・調整池の土地約５ヘクタールを最大限に

活用し、誘客施設などの整備を行う。

一般社団法人越谷市観光協会が主催する花火大会開催等の各種観光事業の支援を通じて関係人口の創出をはかります。

少子高齢化が進む中、町内公立高校の生徒数も減少しており、統廃合の対象ともなっている。その中で「偏差値だけでは測れない高校の魅力化」のため、「教室」だけでの授

業ではなく「社会」とつながり子どもたちたちの「やりたいことに出会い」、「中身を深め」、「実際に地域でやってみる」授業を展開している。企業様にはその授業に参加していただい

たり、活動費の支援をお願いできればと考える。今年度は空き教室をリノベーションして、地域と学校とがつながる拠点づくりも検討している。

枚方市は令和９年に市制施行80年を迎えます。この記念すべき年を契機として、選ばれるまちにむけたさらなる本市の魅力発信および関係人口の創出を図るため、事業者

の皆さまとの共創により様々な取り組みを実施していきます。

宮浦港ターミナル周辺エリアを新たな拠点と位置づけ、老朽化した地元スーパーマーケットを移転することで、住民の日常生活の基盤強化を図る。あわせて、地域住民と観光

客がともに利用できる飲食スペースや会議室・多目的スペース等を設け、島内で飲食できる場所を確保することで、観光客の受け皿および地元住民との交流拠点としての機

能を持たせる。さらに、スーパーマーケットとの包括連携協定により災害時に食料品等の供給を受けるとともに、避難場所としても活用することで、防災拠点としての機能も兼ね

備えた複合施設として整備する。

福岡県では、平成２９年７月九月北部豪雨により被災したJR日田彦山線の沿線地域（東峰村・添田町）における地域振興を推進する取り組みの一つとして、AIR

（Artist in Residence)事業を実施しています。

「ワクワクした地域づくり」と「アットホームな受け入れ環境づくり」による移住定住の促進・関係人口の創出を目的として、地域に一定期間滞在するアーティスト（音楽家）が風

土、歴史、文化に触れ、地域住民との交流を通して楽曲を制作し、オーケストラによって披露します。


